
 

奈良先端科学技術大学院大学学位規程 

 

 平成１６年４月１日 

規程第  １９  号 

 

 （趣旨）  

第１条 この規程は、奈良先端科学技術大学院大学学則（平成１６年学則第１

号。以下「学則」という。）第４４条第３項の規定に基づき、奈良先端科学技

術大学院大学（以下「本学」という。）において授与する学位に関し必要な事

項を定める。 

  

（学位の種類及び専攻分野の名称）  

第２条 本学において授与する学位は、修士及び博士とする。  

２ 学位には、次表の研究科名欄に掲げる研究科ごとに、同表専攻分野の名称

欄の名称を付記するものとする。 

研   究   科   名 専 攻 分 野 の 名 称 

情  報  科  学  研  究  科 理  学  又  は   工   学

バ イ オ サ イ エ ン ス 研 究 科 バ イ オ サ  イ  エ  ン  ス

物 質 創  成  科  学  研  究  科 理  学  又  は   工   学

 

 （学位授与の要件）  

第３条 修士の学位は、本学の博士前期課程を修了した者に授与する。  

２ 博士の学位は、本学の博士後期課程を修了した者に授与する。  

３ 前項に定めるもののほか、博士の学位は、博士論文の審査に合格し、かつ、

本学の博士後期課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認（以下

「学力の確認」という。)された者に授与することができる。 

 

（学位論文の提出等）  

第４条 本学研究科の博士前期課程を修了しようとする者は、所定の学位論文

審査願に修士論文を添えて、当該研究科長に提出し、最終試験を受けるものと

する。  

２ 特定の課題についての研究の成果を、前項の修士論文に代えることができ

る。  

３ 本学研究科の博士後期課程を修了しようとする者は、所定の学位論文審査

願に博士論文、論文目録、論文の内容の要旨及び履歴書を添えて、当該研究科

長に提出し、最終試験を受けるものとする。 
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４ 前条第３項の規定により、博士の学位の授与を受けようとする者は、学位

申請書に博士論文、論文目録、論文内容の要旨、履歴書及び学位論文審査手数

料を添え、学位に付記する専攻分野を指定して学長に提出するものとする。  

５ 学位論文審査手数料は、57,000円とする。  

６ 学長は、第４項の学位申請書を受理したときは、専攻分野に応じて、当該

研究科長に回付するものとする。  

７ 提出した学位論文等及び納付した学位論文審査手数料は、返還しない。  

 

 （学位論文）  

第５条 学位論文は、１編とし、修士論文は１通、博士論文は３通を提出する

ものとする。ただし、参考として他の論文を添付することができる。  

２ 当該研究科長は、学位論文の審査のため必要があるときは、学位論文の訳

文、模型、標本その他必要な資料の提出を求めることができる。  

 

 （最終試験及び学力の確認）  

第６条 最終試験は、学位論文に関連のある専門分野について、筆記又は口述

により行うものとする。  

２ 第３条第３項に規定する学力の確認は、博士論文に関連のある科目及び外

国語について、筆記又は口述により行うものとする。  

 

 （審査委員会）  

第７条 当該研究科の教授会は、論文の審査、最終試験及び学力の確認を行う

ため、審査委員会を設ける。  

２ 審査委員会は、当該研究科及び学内共同教育研究施設の教員のうちから２

人以上で構成する。ただし、教授２人を構成員としなければならない。 

３ 審査委員会に主査を置く。  

４ 前項の規定にかかわらず、当該研究科の教授会において、審査のため必要

があると認めたときは、他の研究科の教員又は他の大学院若しくは研究所等の

教員等を審査委員に加えることができる。  

５ 第４条第４項の規定により提出のあった者の論文の審査及び学力の確認は、

博士論文が提出された日から１年以内に終了しなければならない。ただし、特

別の事由があるときは、当該研究科の教授会の議を経て、その期間を延長する

ことができる。  

 

 （審査結果の報告）  

第８条 修士の学位に係る審査委員会は、論文の審査及び最終試験が終了した
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ときは、直ちに、学位を授与できるか否かの意見を当該研究科の教授会に文書

で報告しなければならない。  

２ 博士の学位に係る審査委員会は、論文の審査及び最終試験又は学力の確認

が終了したときは、直ちに、次の各号に定める書類に、学位を授与できるか否

かの意見を添え、当該研究科の教授会に文書で報告しなければならない。  

（１）第４条第３項の規定による提出 論文の内容の要旨、審査の結果の要旨 

 及び最終試験の結果の要旨 

（２）第４条第４項の規定による提出 論文の内容の要旨、審査の結果の要旨 

 及び学力の確認の結果の要旨  

 

 （学位授与の審議）  

第９条 当該研究科の教授会は、前条の報告に基づいて、学位の授与について審

議する。 

 

（審議結果の報告）  

第１０条 当該研究科長は、当該研究科の教授会の審議結果を文書で学長に報

告しなければならない。  

 

 （学位の授与）  

第１１条 学長は、前条の報告に基づいて学位を授与できると決定した者に学

位記を授与する。  

２ 学位記の様式は、様式第１号、様式第２号及び様式第３号までのとおりと

する。  

３ 学長は、学位を授与できないと決定した者には、その旨通知する。  

 

 （博士論文の要旨等の公表等）  

第１２条 学長は、博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から

３月以内に文部科学大臣に報告するとともに、その論文の内容の要旨及び論文

審査の結果の要旨を公表するものする。  

 

 （博士論文の公表）  

第１３条 博士の学位を授与された者は、学位を授与された日から１年以内に

当該博士論文を印刷公表しなければならない。ただし、学位を授与される前に

印刷公表したときは、この限りでない。  

２ 前項の規定にかかわらず、やむを得ない事由がある場合には、本学の承認

を得て、当該博士論文の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公表する
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ことができる。この場合、本学は、当該博士論文の全文を求めに応じて閲覧に

供するものとする。  

 

 （学位名称の使用）  

第１４条 本学の学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、本学の

名称を付記するものとする。  

 

 （学位授与の取消）  

第１５条 学長は、学位を授与された者が、不正の方法により学位の授与を受

けた事実が判明したときは、当該研究科の教授会の議を経て、学位授与を取り

消し、学位記を返還させ、かつ、その旨を公表するものとする。  

 

 （雑則）  

第１６条 この規程に定めるもののほか、学位の授与に関し必要な事項は、別

に定める。  

 

 

   附 則  

 この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第１１条関係）（博士前期課程を修了した場合）               
 
              

修第   号 
 
 
 

学  位  記 
 
           氏 名 
 
             年 月 日生 
 
本学大学院◯◯◯研究科◯◯◯専攻の博
士前期課程を修了したので修士（◯◯）の
学位を授与する 
 
平成 年 月 日 
 
       奈良先端科学技術大学院大学長 
 
           学長名 
  大学の印     学長の印 

  
NARA INSTITUTE OF SCIENCE  AND  

TECHNOLOGY 
 

Hereby confers the degree of 
Master of（専攻分野の名称） 

          upon 
 
       （ 氏       名） 

  (Surname)  (Givenname) 
                              

(Date of Birth) 
 

for having successfully completed the Master `s   
Program in the Graduate School of （研究科名） 

on this day, （年月日） 
 

Official Seal of the Institute President`s Seal 
 
 
            （学長署名） 
            （学長名） 
           President 
 Masterdom No. : （番号） 

 

 
（注１）用紙の大きさは、A4版とする。  （注１）用紙の大きさは、A4版とする。 

 
 
様式第２号（第１１条関係）（博士後期課程を修了した場合） 
 
                   

博第   号 
 
 
 

学  位  記 
 
           氏 名 
 
             年 月 日生 
 
本学大学院◯◯◯研究科◯◯◯専攻の博
士後期課程を修了したので博士（◯◯）の
学位を授与する 
 
平成 年 月 日 
 
       奈良先端科学技術大学院大学長 
 
           学長名 
  大学の印     学長の印 

  
NARA INSTITUTE OF SCIENCE  AND  

TECHNOLOGY 
 

Hereby confers the degree of 
Doctor of（専攻分野の名称） 

          upon 
 
       （ 氏       名） 

   (Surname)  (Givenname) 
                              

(Date of Birth) 
 

for having successfully completed the Doctorate   
Program in the Graduate School of （研究科名） 

on this day, （年月日） 
 

Official Seal of the Institute President`s Seal 
 
 
            （学長署名） 
            （学長名） 
           President 
 Doctorate No. : （番号） 
 

 

 
 （注１）用紙の大きさは、A4版とする。  （注１）用紙の大きさは、A4版とする。 
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様式第３号（第１１条関係）（第３条第３項の規定により授与する場合） 
 
     
             博第   号 
 
 
 

学  位  記 
 
           氏 名 
 
             年 月 日生 
 
本学に学位論文を提出し所定の審査に合
格したので博士(○○)の学位を授与する 
 
 
平成 年 月 日 
 
       奈良先端科学技術大学院大学長 
 
           学長名 
  大学の印     学長の印 

  
NARA INSTITUTE OF SCIENCE  AND  

TECHNOLOGY 
 

Hereby confers the degree of 
Doctor of（専攻分野の名称） 

          upon 
 
       （ 氏       名） 

   (Surname)  (Givenname) 
                              

(Date of Birth) 
 

for having submitted a Doctoral Dissertation 
and having passed the Prescribed Evaluation 

on this day, （年月日） 
 

Official Seal of the Institute President`s Seal 
 
 
            （学長署名） 
            （学長名） 
           President 
 Doctorate No. : （番号） 
 

 

 
 （注１）用紙の大きさは、A4版とする。  （注１）用紙の大きさは、A4版とする。 
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